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わが国においては，生活環境や疾病構造の急激な変化によって，

子どもの 3 割が何らかのアレルギー疾患を有しており，なかでも小

児気管支喘息（以下，小児喘息とする）は，有病率が最も高く，長

期的な治療・管理が必要な疾患である．本研究では，小児喘息のコ

ントロール状態を改善・維持するための管理行動の継続を目的とし

た患者教育について，2 つの課題に焦点をあてて研究を行っている．

ひとつは，小児喘息管理行動の継続において重要な心理的変数（セ

ルフ・エフィカシー  S e l f - E f f i c a c y；以下， S E とする）を評価する

尺度の開発である．もうひとつは，小児喘息の管理行動の継続を目

的とした患者教育プログラムの開発である．その教育効果の検証に

は，開発した尺度を含む様々な指標を用いている．本研究において

は，患者教育の対象を， 1 )学童期以降にある喘息患児，および 2 )乳

幼児喘息患児を養育する保護者，の 2 群に分け，それぞれに対応し

た研究を行った上で，それらを融合 している．  

1 章では，本研究に関連する従来の研究 を詳細に概観し，さらに

本研究の意義および目的を述べている．  

2 章においては，学童期および思春期喘息患児を対象に，効果的

な患者教育を提供するための教育手法，および教育内容について検

討している．まず，研究Ⅰ - 1 では，小児喘息の長期管理に対する患

児用 S E 尺度（ CAS ES）を開発し，喘息患児の長期管理に果たす S E

の役割を明らかにしている．その結果，喘息患児の長期管理に対す

る S E は，喘息管理の負担感，および喘息コントロール状態を予測

する役割を担う変数となっていた．研究 Ⅰ - 2 では，プログラム開発

の基礎調査として，学童期喘息患児の長期管理行動に影響を与える

要因を明らかにしている．その結果，認知的要因，環境要因，およ

び行動（吸入ステロイド薬，内服）要因が，患児の長期管理行動に

大きな影響を与えていた．その後，研究 Ⅰ - 3 において，研究Ⅰ - 2 で

明らかにした影響要因を基に，社会的認知理論の構成概念を適用さ

せたテイラー化教育プログラムの開発し，さらに研究 Ⅰ - 4 において，

こ の プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 で 検 討 し て い る ．

その結果，テイラー化教育プログラムを実施した介入群，および喘

息 パ ン フ レ ッ ト を 配 布 し た 統 制 群 と も に ， 喘 息 管 理 負 担 感 の 低 減 ，

喘息知識の増加，および小児用健康統制位置尺度の「他者統制」に

改善が認められた．テイラー化教育プログラムは，患児にとって受

け入れやすく，楽しく学べるものであり，喘息患児に対する新たな

患者教育ツールとしての使用可能性が示唆された．  

3 章においては，乳幼児の喘息患児を養育する保護者を対象とし

た教育手法，および教育内容について検討している．研究 Ⅱ - 1 では，



小児喘息長期管理に対する保護者用 S E 尺度（ P- C AS ES）を開発し，

保護者の長期管理に果たす S E の役割を明らかにしている．保護者

の長期管理に対する S E は，喘息管理の負担感，および子どもの喘

息コントロール状態を予測する変数であった．研究 Ⅱ - 2 では，プロ

グラム開発の基礎調査として，乳幼児喘息患児を養育する保護者の

長 期 管 理 行 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 を 明 ら か に し て い る ． そ の 結 果 ，

認知的要因，環境要因，社会的要因，経済的要因，身体的要因，行

動要因（ステロイド吸入薬，内服薬，環境整備）が，保護者におけ

る長期管理行動の影響要因であった．さらに，研究 Ⅱ - 3 では，研究

Ⅱ - 2 で明らかにした影響要因を基に，保護者用テイラー化教育プロ

グラム開発を行い，研究Ⅱ - 4 では，このプログラムの教育効果をラ

ンダム化比較試験によって検証している．その結果，保護者用テイ

ラー化教育プログラムを実施した介入群，および喘息パンフレット

を配布した統制群ともに，喘息コントロール状態の改善，喘息養育

者 Q ual i t y  o f  L i f e 尺度の「治療薬不安」および「発作不安」の改善，

および P- C AS ES の環境整備行動得点の増加が認められた．テイラ

ー化教育プログラムは，保護者にとって受け入れやすく，喘息管理

の 重 要 性 を 再 認 識 さ せ る 新 た な 患 者 教 育 ツ ー ル と し て の 使 用 可 能

性が示唆された．  

4 章では，2 章および 3 章より得られた知見を総括している．それ

らは， 1）開発した CAS ES，および P- C AS ES は，患者教育研究に

おける評価指標として有用であること，2 )小児喘息管理には，認知，

行動，環境，社会，および経済という多様な要因が影響しているこ

と， 3 )開発したテイラー化教育プログラムは，医療現場において実

用可能であること， 4 )テイラー化教育プログラムは，従来の患者教

育と同等の効果があること，および 5 )タッチパネル式コンピュータ

を 用 い た 患 者 教 育 は ， 患 児 お よ び 保 護 者 に と っ て 受 け 入 れ や す く ，

新たな教育ツ ー ル と し て 使 用 可 能 で あ る こ と ， が 挙 げ ら れ て い た ． 

以上，本研究の知見から，患児および保護者への患者教育におい

て，長期管理を見据えた行動科学的アプローチを新たに患者教育ツ

ールとして提供できる可能性が示された．本研究は，小児喘息患者

教 育 の 効 果 を 行 動 科 学 的 観 点 に よ っ て ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 を 実 施

したわが国初の研究である．今後は，本研究の知見が医療機関に限

らず，地域や学校，保育所・幼稚園，および家庭において広く活用

されることが期待される．  

 


